646
石像の元締めがこの部屋を守っていたってことは……
ぼくは、部屋をぐるりと見回した。と、部屋のすみの床に、唯一柄の違うタイルがはめこ
まれていることに気付く。不思議に思ってタイルの上に乗ると、どこからか、ゴゴゴゴ……
と、重苦しい音が聞こえた。
何事かと思案していたジェフは、ひらめいたように顔を上げる。
「さっきの、あの棺の部屋へ行ってみよう!」
ぼくらは、ジェフに従って、怪しい棺のあった部屋へと急いだ。すると-。
なんと、びくともしなかった棺が横にスライドしていて、もともと棺のあった場所に、大
きな穴がぽっかりと口を開けていた。
「隠し階段だったんだよ」
ジェフが、穴の中の階段を降りながら、満足そうにそう答えた。
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スネーク絵文字は、なかなか強かった(HPマイナス3)。しかし、ぼくらは4人。力を合
わせりや、不気味な絵の1つや2つ、なんのその!
「いっくぞ～!スマ-ッシュ!」

